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■ISO 9001 (品質)　
■ISO 14001 (環境) 
■ISO 45001 (労働安全衛生)
■IATF 16949 (自動車品質)
■東京都、埼玉県温室効果ガス排出量検証

■ISO 22000 (食品安全)
■FSSC 22000 (食品安全)
■JFS-C (食品安全)
■JIA-GMP HACCP認証QUALITY ASSURANCE

JIAは、東京都及び埼玉県の温室効果ガス排出量
取引制度の以下の区分に係る検証を行っております。
※詳しくは、右の2次元コードをご参照ください。

検 索JIA  GHG詳しくは

検 索JIA  採用　審査員詳しくは

JIAは、累計2,500件を超える検証実績で培った
質の高い検証を御提供しております。

温室効果ガス排出量検証

ISO 9001( 品質 )
ISO 14001( 環境 )

ISO 45001( 労働安全衛生 )
ISO 22000

FSSC 22000 等 ( 食品安全 )
IATF 16949
( 自動車品質 )

検証内容区分名称

優良事業所基準への
適合

･毎年度の特定温室効果ガス排出量の検証
･基準排出量の検証

特定ガス（目標設定ガス）・
基準量

区分
番号
区
分
１
区
分
３

その他ガス削減量 ･その他ガスの削減量を
　　　 削減義務の履行に充てる場合の検証

･トップレベル事業所の認定適合基準の検証
区
分
５

ISO
審査員
募集

JIAではISO審査員を募集しております。

JIA　採用　審査員

東京都 埼玉県



Introduction of new certified organizations
新規認証組織のご紹介

2025年2月から2025年11月までにご登録の皆様、認証取得おめでとうございます。
ご提供のあったお喜びの写真を掲載いたします。

01 株式会社勝山組 様
（JW0043）

【2025年2月5日付 登録】
ISO 45001：2018 , JIS Q 45001：2018

（労働安全衛生マネジメントシステム）認証取得

代表取締役　勝山 和昭 様

02 フォルシアクラリオン・エレクトロニクス
株式会社 東北事業所 様�
（JW0044）

【2025年2月5日付 登録】
ISO 45001：2018 , JIS Q 45001：2018

（労働安全衛生マネジメントシステム）認証取得

Japan Division Manufacturing Director, 
東北事業所 所長　長谷川 崇 様 

成長を牽引する戦略的なツール」として進化させる
大きな機会と捉えることが出来ます。

改訂されるマネジメントシステムは、環境・社会
の変化に対応できるしなやかな組織体制の構築と標
準化、基盤を活かしたデジタル技術の効果的な活用。
そして、無駄の削減と品質・生産性を高めるプログ
ラムが強化されています。特に、倫理的行動や高度
な品質の醸成、サプライチェーンを含めたリスクマ
ネジメントの強化といった新たな視点が加わり、皆
様の事業をさらに発展させ、複雑化する社会の期待
に応える持続可能な組織へと進化させるための重要
な内容が含まれています。

JIA－QAセンターでは、皆様の事業の発展と社会
的な期待の実現に向けて、広く情報を共有し、より貢
献できるよう最善を尽くして参ります。

結びにあたり、皆様の益々のご健勝と、ご事業の
一層のご隆盛を心よりお祈り申し上げ、新年のご挨
拶とさせていただきます。

本年もご指導ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願
い申し上げます。

2026年1月吉日

新年あけましておめでとうございます。
旧年中は格別のご高配を賜り、誠にありがとうご

ざいました。
本年も変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申

し上げます。
私は、昨年4月に事業部長に就任となり、皆様への

新年のご挨拶は初めてとなります。皆様の言葉に
しっかりと耳を傾け、連携強化と認証制度の価値向上
により一層貢献できるよう尽力していく所存です。

さて、昨年の日本経済を振り返りますと、世界的
な情勢の不確実性は依然として残るものの、内需・
外需ともに堅調な推移を見せ、成長の軌道を力強く
歩み続けております。この勢いを追い風に、2026
年が皆様の事業にとってさらなる発展と躍進の年と
なることと思います。また2026年はISO認証業界
にとって、約10年ぶりとなるマネジメントシステム
規格の大きな改訂が予定されています。前回の改訂
以降、世界中で広がったデジタル化の加速、AI技術
の普及、そして気候変動を含むサステナビリティへ
の社会的要請は、かつてないスピードで高まりまし
た。今回の改訂は、これらの現代社会の急速な変化
に対応し、ISOを単なる「維持するもの」から「事業

QA事業部長　山下 敬一

新年のご挨拶

Introduction of new certified organizations
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08 タカラスタンダード株式会社
海外事業関連部門 様�
（JQ3468）

【2025年11月12日 登録】
ISO 9001:2015 , JIS Q 9001:2015

（品質マネジメントシステム）認証取得

03 中村精機株式会社 様
（JQ3049）

【2025年3月24日付 登録】
IATF 16949：2016

（自動車産業の品質マネジメントシステム）認証取得

左から：品質保証G ＧＬ　丸山 貴大 様
生産技術部 部長　清水 春喜 様
取締役社⾧　中村 耕平 様
専務取締役　中村 健郎 様
生産管理部 部⾧　山本 幸平 様

04 株式会社協豊製作所 小原工場 様
（JQ3450）

【2025年3月24日付 登録】
IATF 16949：2016

（自動車産業の品質マネジメントシステム）認証取得

05 株式会社大阪タケナカ 様
（JE1034）

【2025年4月2日付 登録】
ISO 14001：2015, JIS Q 14001：2015

（環境マネジメントシステム）認証取得

06 伊那金属工業株式会社 様
（JQ3469）

【2025年9月29日付 登録】
ISO 9001：2015 , JIS Q 9001：2015

（品質マネジメントシステム）認証取得

07 株式会社ヤスナガ 様
（JE1038）

【2025年10月15日付 登録】
ISO 14001：2015, JIS Q 14001：2015

（環境マネジメントシステム）認証取得

株式会社村井製作所 本社 様
（JE1040)

09 建設サービス株式会社 様
（JW0046)

10

前列左から：代表取締役社長　住友 大祐 様
常務取締役　坂村 卓郎 様

後列左から：製造部 主任　吉歳 康博 様
技術・品質保証部 主任　小林 久人 様
総務部 部長　高橋 和夫 様
営業部 係長　須磨谷 武 様

左から：管理課長　関島 龍介 様
代表取締役社長　橋場 浩之 様
取締役工場長　平澤 泰忠 様

左から：本社工場製造部 副部長　上西 淳一 様
営業・購買・調達部 主任　河端 高則 様
品質保証部品質管理課 チーフ　山根 拓郎 様
本社工場製造部 製造技術　本多 覚 様

左から：安全管理部 課長　宮内 浩幸 様
代表取締役社長　永重 雅守 様

左から：部品事業本部 本部長
 佐野 雅昭 様
部品事業本部 E部品ものづくり領域 領域長
 野呂 和弘 様

左から：生産本部ISO準備グループ　岩城 好則 様
生産本部ISO準備グループ　野口 優 様

左から：安永 翔太 様
	 代表取締役　安永 修 様

【2025年11月12日 登録】
ISO 14001:2015, JIS Q 14001:2015

（環境マネジメントシステム）認証取得

【2025年11月26日 登録】
ISO 45001:2018 , JIS Q 45001:2018

（労働安全衛生マネジメントシステム）認証取得

Introduction of new certified organizationsIntroduction of new certified organizations
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● ISOを30年間継続していることは、組織として品質への取り組みを着実に続けてきた証だと思います。長い年月をかけて
　 築いてきた仕組みと意識を、今後も次の世代へしっかり引き継いでいきたいと感じました。

● ブレの無いISOのフィロソフィーを軸に品質管理システムの構築を進めてきたことで、社内に浸透しやすく、かつ効率よく進
　 められたと考えています。

● 長年ISOを継続することで、ユーザーの信頼を得ることができていると思います。

● 長きにわたり品質管理基準に則った業務を推進してきた成果だと思っています。

①
②
③
④

75.0％
87.5％

37.5％
25.0％

①
②
③
④

87.5％
25.0％

62.5％
25.0％

■質問１．ISOを継続し続けて良かったことを教えてください。（複数選択可）

① �第三者認証を受けているため、お客様や取引先から信頼を得ることができた。
② 新規顧客の獲得につながった。
③ ��社員の品質への意識が向上し、クレームが減少した。
④ その他　

・品質のためのルールが的確に定まり、意識向上にも繋がっている。　　　　　　　　　　      
　・PDCAサイクルの意識が持てるようになった。

①
②
③

37.5％
75.0％

37.5％

■質問5．30年間、審査機関としてＪＩＡ－ＱＡセンターを選んでくださっている理由を教えてください。 （複数選択可）

①� 審査の質が良い。

② サービスや対応が良い。

③  JIAの他業務とのつながり。

■質問2．ISOの運用にあたって工夫してきたこと、
　レベルを向上させてきたこと等を教えてください。（複数選択可）

①� マニュアルを標準化することで業務を合理的に進められるようになった。

②� 業務上でPDCAサイクルの意識が持てるようになった。

③� 問題発生時に真の原因を見つけられるシステムが構築できた。

④ �JIA-QAセンターの内部監査セミナーを受講したことで内部監査員の質が向上した。

■質問3．ISOを30年間継続してきたことについての感想をお聞かせください。

● 貴センターからの長年のご支援の賜物で弊社内のISOへの理解が次第に高まり、運用も浸透し、現在があるものと考えています。

● 先輩方から引き継ぎ、維持・継続できたことに「ホッ」としています。

● 初回審査の際は、本当に何をどこまでやればいいかを理解しておらず、前日は徹夜でした（現在では考えられません）。そ
　 の後、毎年の定期審査や更新審査も、最初の頃は直前でISOのために工数をかけて行っていましたが、いつしか日々の業務
　 で行えるようになり、今では事前に少しのチェックのみになりました。日々の業務で行うべきことが明確になり、工数も削
　 減できたと思います。途中マンネリになった時もありましたが、今では内部監査で更によくするための改善や効率化の推
　 進も行えるようになり、30年継続して進化したと思っています。

● 長期にわたる継続的な改善活動（PDCAサイクル）により、ISOの要求事項に基づく業務プロセス、品質管理の考え方が社
　 内に深く浸透してきたと感じています。これにより、業務の無駄が削減され、品質水準が格段に向上し、属人化とならない組
　 織運営が可能なシステムが構築できたと感じています。また、当社は、家庭からコンビナートまで、ガスに関わる安全に寄与
　 する製品、サービスをお客様に提供しています。お客様からは様々なご要望、ご指摘をいただくこともありますが、お客様か
　 らの様々な要求事項が増々深まる中、至らぬ点はありながらも、全社的な品質改善活動を通じて顧客満足度向上に向けた対
　 応ができていることは、ISO 9001に基づく品質マネジメントシステムの採用の成果であると実感しています。

■質問4．今後もISOを継続・発展させていくために、貴社で取り組まれていること、
	 または今後取り組みたいことについてお聞かせください。
● ISO教育による人材育成等に取り組んでいます。

● 更なる品質管理の向上に努めていきます。

● 品質を管理するうえで、ISOをベースとして業務を実施しています。

● ISOの継続・発展のため、内部監査や定期的な教育を通じて社員の意識向上を図っています。今後は、業務のデジタル化
　 やデータ活用を進め、より効率的な運用と継続的改善を実現していきたいと考えています。

● ISO 9001とISO 14001を今回初めて複合審査を行いまして、事前の内部監査は同日で行いましたが、マネジメントレビュー
　 やリスクと課題等はまだ別々で行っていますので、今後まとめて行うように取り組みたいです。最終的にマニュアルの統
　 合も検討していきたいです。

● 以前とは違い、取り組みやすいシステムにしていきたいです。

● 内部監査をより有効に活用するため、内部監査員の拡充と若返りを進めています。マネジメントレビューを通じて組織
　 全体の課題を共有し、さらなる改善に取り組んでいきたいと考えています。また、昨今では業務効率化のため、社内のDX
　 化が進んでおり、品質マネジメントシステムもDX化に対応できるよう適時見直しを進めていきます。

● 自らのガバナンスをどれだけ強化できるか、監査で指摘されたことを是正することでなく、自らが課題を見つけ改善をどれ
　 だけ進められるかが鍵になると考えています。

ISO 9001 30年継続の価値と秘訣
本企画では、ISO9001登録30年を迎えた組織様に、ISOを継続する｢価値｣と｢秘訣｣についてお話を伺いました。
お忙しい中、アンケートにお答えいただきました組織様、誠にありがとうございました。

　30年にわたりISO 9001を継続された組織様には
心から感謝いたします。
　JIA-QAセンターでは、今後も組織様の持続的な発
展のため、最善のサービスと質の高い審査をより向上
させ、ご提供してまいります。
　引き続きご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

30th Anniversary Special Project
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Special Interview　認証法人ご紹介

■部門紹介

製造部門
モノをつくる

● 樹脂(プラスチック) 成形
● 基板実装(SMT)
● 組立
● プレス・板金
● ホーロー

間接部門
つくるをサポート

● 生産技術部
自動化・合理化/ 設備管理・保全/ 情報システム

● 生産管理部
生産管理/ 部品管理/ 営業/ 生産準備/ 購買

● 品質保証部
 品質統計/ 製品検査

● 総務部
 労務/ 経理

3本のSMTラインで国内海外のリモコン基板を生産。
（Surface Mount Technologyの略称で、表面実装と呼ばれる工法）

能登テック株式会社資料より

能登テック株式会社資料より

能登テック株式会社

年間休日有休取得残業時間勤続年数年齢平均

112日65.3％13.7ｈ/月12.4年43.9歳全国

120日81.0％12.1ｈ/月15.2年40.5歳
多い!取りやすい!少ない!長い!若い!

当社

■職場の働きやすさ （2024年度実績）　能登テック株式会社資料より

★ 女性 育休取得・復帰率100％
★男性育休取得率100％（2023年度実績）

時間有休制度あり 会社カレンダー

（15日）

（過去最高）

（直近5年平均8.2ｈ/月）

未来の能登テックの社員になってくれる方へのPRも含め福利厚生に力を入れて
います。

イン
タ
ビ
ュ
ー

代
表
取
締
役
社
長

横
山
考
志
様

統
括
部
長

小
坂
浩
也
様

品
質
保
証
部
次
長

寺
出
敏
久
様

能
登
テ
ッ
ク
株
式
会
社（左から）インタビューにご同席頂いた小坂様、横山様、寺出様

ISO14001事務局  生産技術部次長 松田 悟様
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小坂様：当社は、リンナイのグループ会社で、企業使命観
として、「健全で心地よい暮らし方を創造します」というこ
とを使命として事業を行っております。製品をご家庭で
使っていただくだけにとどまらずに、お客様が健やかな生
活を送る、生活の質が向上するような、製品づくりを目指し
て活動をしており、北陸の地でリンナイ製品の要素部品を
生産する役割を担っております。
1990年の設立以来、石川県中能登町で、給湯器用リ
モコンの製造、樹脂プラスチックの成形加工、そしてプレ
ス・ホーロー加工を中心に３つの事業を展開しています。
生産現場では、生産効率や品質の向上はもとより、社
員の皆さんにとって、働きやすい環境づくりを心掛けて
います。

近年、樹脂やリモコン部門の売り上げが増えてきており、
グループ内だけでなく、外販の拡大を目指し活動していま
す。この地にホーローもできる、樹脂もできる会社があると
いうことを知っていただく機会を少しでも増やしていこうと
取り組んでいます。
寺出様：当社の社員の特徴と言えば、純粋で真面目な方
が多く、皆さん会社の決まり事をしっかり守って、業務をな
さる方が非常に多いところです。また、協調性がある方も多
く、製造業において団体で様 な々成果物を出していくという

ときには、力を発揮できる人材が揃っています。
横山社長：ISOの取得のきっかけは、能登テックの将来を
見据え、豊かな会社にしていくために必要だと思ったからで
す。具体的には、外販つまりリンナイ以外のお客様にわかり
やすく当社の技術力や品質をお伝えし、当社を選んで頂け
る会社となることが挙げられます。ISO14001は2007年
に取得しましたが、ISO9001についても、当社の品質を安
心して認めてもらえるように取得を進めました。
寺出様：実際の取得にあたって、当社には3つの製造グ
ループがありますが、それぞれに取得準備段階で大きな発
見がありました。マニュアルを作るために、各部門へのヒア
リングを行ったのですが、その過程で、各部門それぞれの
「文化」というものをすごく感じたのです。というのも、同じ
ことを言っているのに、なんか根っこが違うのです。苦労話
になりますが、それを如何に上位互換となる仕組みにする
か？各部門から選出したISO取得プロジェクトメンバーと意
見を出し合って、まとめ上げていきました。そして、その成
果としていろいろ見えてきまして、出来ていない仕組みの
整備を行うよいきっかけになりました。みんなで足りている
ところ、足りていないところが把握できた事と、それを補う
事で、どういった仕組みがこの会社でのベターなのかを考
え、取得に向けて全社一丸となって取り組めたというところ
がよかったと思います。ISOを取得出来たとは言っても、ま
だまだ改善の余地がありますので、継続してPDCAサイク
ルをしっかり回していきたいと思っています。
横山社長：品質を維持する基本ルール、基本行動がそこ
に全部網羅されているので、丁寧に理解することが必要で
すね。私の持論ですが、マネージャーやリーダーが各組織
にいますが、マネジメントには必須のスキルだと思っていま
す。まず、今いるリーダーが十分に理解して、それから全員
にISO9001を浸透させていくことが大切です。
寺出様：そのためには、内部監査を含めISOを進めてい
く中で大切なのが、日常の業務との一体化です。例え
ば、マニュアルを作る際、実際の現場と違うといわゆるダ
ブルスタンダードとなってしまう！これは絶対避けたいと思っ

たのです。そこで、「なるべく不要なものを作らない。そして、
なるべく増やさない。」という事を意識しました。つまり、現在
のルールを基本にして取得・運用するための必要な部分を
最小限に加えることを強く意識しました。そこについては
ＪＩＡ－ＱＡセンターの審査員の方に、「ISOの仕組みがう
まく経営と一体化するような仕組みが良い。」という言葉
も頂いていたこともあり、現状に沿った全社に浸透しやす
い品質システムを構築出来たと思います。
横山社長：私たちは前述の通り、リンナイのグループ会社
として生産をしています。現在は樹脂関係の売上が伸びて
います。加えて技術開発や市場のニーズに対して応えてい
かなければなりません。今後の方針として、第一に挙げられ
ることは、グループ外の販路の開拓が大切だという事です。
北陸にあるリンナイグループの中に製品を制御する電
子ユニットの基板の設計や製造を担っている、アール・
ビー・コントロールズという会社があります。当社からも非常
に近く、リンナイグループで給湯器の操作用リモコンは、当
社とアール・ビー・コントロールズが連携して製品を生産し
ています。そこで、より大きな市場を開拓するために、樹脂
の能登テック、基板のアール・ビー・コントロールズの石川
県連合として製品生産を進めていく構想をたてています。
この共同体が作り出す製品は、単体でパーツを生産するよ
り付加価値をつけやすく、市場ニーズに応えやすいことも
特徴です。そして、これらの実現には、当社が受け持つ樹
脂部分についてしっかり責任を持つことです。そのために
設備投資をはじめ、成形のプロフェッショナルの育成や新
素材の導入を含め様 な々ことを進めています。
この能登から日本が誇る製品を生み出すため、社員一丸と
なって、世界中のお客様に満足していただける製品づくりを
行っていきたいと思っています。

令和６年に発生した能登半島地震では、震源の輪島より
約70キロ離れていたため、断水や古い建物の損壊などは
ありましたが、人命にかかわるような大きな被害はなかった
そうです。

Special Interview　認証法人ご紹介

補録

【住所】　〒929-1633　石川県鹿島郡中能登町藤井ム部２番地
【事業内容】　給湯器用リモコンの製造
 樹脂(プラスチック)成形加工
 プレス・ホーロー加工
【JIA-QAセンターの認証】

品質マネジメントシステム 
 ISO 9001：2015 , JIS Q 9001：2015
　  環境マネジメントシステム 
 ISO 14001：2015 , JIS Q 14001：2015
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　1.気候変動の追補版（JIS規格）の対応について

（登録組織様には、2025年7月23日付
25QA本0041号としてすでにご連絡済みです。）

2024年2月23日に国際標準化機構（ISO）から気候変動
対策追補改訂として一斉に発行されました。追補改訂
の内容としては、箇条4.1で気候変動が関連する課題かど
うかを決定しなければならないこと、箇条4.2で注記に密
接に関連する利害関係者は気候変動に関する要求事項
をもつ可能性があることが新たに規定されました。

このたびの追補版発行の目的としては既存の要求
事項の内容に加えて気候変動への考慮を明確にしたも
のでありますが、ISOマネジメントシステム規格の発
行年としては「2015年版」から変更しない扱いとなり
ました。

他方、JIS規格については、ISO規格追補版に対応す
るJIS規格としてJIS Q 9001規格（2025年3月21日発
行）を皮切りに発行されていますが、ISO規格と異な
りJIS規格では箇条4.1、箇条4.2に関する追補の内容に
改正されることで規格の発行年は「2025年版」として
扱われることとなりました。

今後新たに発行する登録証には、ISO規格の追補版
を含んでいることや最新のJIS規格に対する認証審査
の結果であることを明確にする必要が生じました。そ
のため、現地審査開始日が2025年11月1日以降で登録
証の発行を伴う審査（更新審査及び臨時審査）におい
て、審査基準、組織様のマニュアルに記載する適用規
格、並びに登録証への記載内容の整合を図るべく、各組
織様のマネジメントシステムマニュアルの見直し状況
を確認させていただいております。

　2.ISO 9001 の改訂動向について

  1：改訂スケジュール
2025年6月 に 発 行 さ れ たDIS(Draft International 

Standard：国際規格案)は、同年11月までの投票期間
ののち、投票期間に受けたコメントを踏まえた協議
を 経 て、2026年4月 にFDIS(Final Draft International 
Standard：最終国際規格案)発行、同年9月に国際規格
として正式発行される予定です。

  2：ISO 9001改訂の主要ポイント
今回の改訂における主要ポイントとしては、次の3

点が挙げられています。
▶品質における新たなトレンドによる改訂
▶リスク及び機会
▶附属書ＳＬ／調和構造
　(Harmonized Structure(HS))との整合

▶品質における新たなトレンドによる改訂
2015年版の制定以降、次の改訂に先駆けてISO/ 

TC176ではISO 9001の改定に向けた“Future Concept
（将来構想）”として反映すべきコンセプトがいくつか
検討されていました。その中でも、今回の改訂時に反
映させる事項として、

1) 変化のマネジメント
2) 倫理及び誠実さ
3) 組織文化

が選択されました。
〇 変化のマネジメント

箇条6.3(変更の計画策定)へ、変更を計画的な方法で
実施する際の考慮事項として、 

e) 変更の有効性の監視方法及び評価方法
f) 変更のコミュニケーション
g) 変更の結果のレビュー方法
が追加されます。

〇 倫理及び誠実さ、組織文化
日本のみならず、各国で品質不正が問題となる事象
もあり、従業員一人一人の行動が組織の活動、アウト
プットに影響することから、

・箇条5.1(リーダーシップ及びコミットメント)の
5.1.1 一般 i)に「品質文化及び倫理的行動を促進す
る。」が追加。

・箇条7.1(資源)の7.1.4 プロセスの運用に関する環
境 c)が「物理的要因（例えば，気温，熱，湿度，光，気
流，衛生状態，騒音） 一部の要因は，倫理的行動を含
む，組織の品質文化に依存する。」に変更。

・箇条7.3(認識) e)に「組織の品質文化及び倫理的行
動」が追加されます。

▶リスク及び機会
箇条6.1で「リスク及び機会への取組み」として規定

されていた要求事項から、「リスク」と「機会」を細分箇
条で分離(Decouple)し、それぞれを決定し、分析し、評
価が求められる記述となります。
〇 箇条6.1.2(リスクへの取組)では、「組織は、適合した

製品及びサービスを継続的に、一貫性をもって提供
し、顧客満足を高める、自らの能力に望ましくない影
響をもち得るリスクを決定し、分析し、評価しなけ
ればならない。」と規定され、品質におけるリスクと
は望ましくない影響であることが明確となります。

〇 一方、6.1.3(機会への取組)では、「組織は、適合し
た製品及びサービスを継続的に、一貫性をもって提
供し、顧客満足を高める、自らの能力に望ましい影
響をもち得る機会を決定し、分析し、評価しなけれ
ばならない。」と、機会とは望ましい影響であること
が明確となります。

▶附属書ＳＬ／調和構造
　(Harmonized Structure(HS))との整合

各マネジメントシステム規格の整合を図るために、
「ISO/IEC 専門業務用指針, 第１部 – 専門業務の手順 
統合版ISO補足指針 – ISO専用手順」が定められてお
り、その附属書には、規格開発の手順だけでなく、調和
構造(HS)と呼ばれる概念に基づく従うべき共通の規格
構造、使用すべき共通の文章、定義などが規定されてお
り、「共通ひな形」とも呼ばれています。

マネジメントシステムに関する附属書SLの内容は
2015年版でも取り入れられましたが、その後も改訂さ

れていますので直近の附属書SLの改訂箇所を反映さ
せたり、厳密な適用をさせたりする観点での改訂もあ
ります。

具体的には、
〇 文書化した情報の「保持」(retain)から、「利用可能

でなければならいない」(shall be available as 
evidence)へ。

〇 これまで、「ISO 9001:2015による。」とされていた
箇条３の用語及び定義について、附属書SL ／ HSで
定義されている20の用語の内容と、３つの品質固有
な用語(品質マネジメントシステム、品質方針、品質
目標)を定義。

〇 箇条4.2(利害関係者のニーズ及び期待の理解)c)に
「それらの要求事項のうち、品質マネジメントシス
テムを通して取り組むもの」が追加。

〇 箇条9.3.2のマネジメントレビューのインプットが、
・「次の事項を考慮して計画し、実施しなければならな

い。」から、「次の事項を含まなければならない。」へ。
・9.3.2 マネジメントレビューへのインプットに「c) 

品質マネジメントシステムに関連する利害関係者
のニーズ及び期待の変更」が追加。

〇箇条10の箇条構成の変更
・10.1 (一般)が「継続的改善」へ。(5.1.1 i)、6.1.1 d)、

9.3.3も同様に附属書SLの表現に合わせ、「改善」
を「継続的改善」へ。）
その他、附属書SLへの準拠が強く求められ、附属書
SLの段落記号の順序への整合。

その他にも、明確化のための改訂箇所や、従前から
規格の後段に解説としてある附属書Aの内容について
充実が図られる見込みです。

News and Information
News and Information

マネジメントシステム規格の改訂動向について

　2015年にISO 9001（品質マネジメントシステム）及びISO 14001（環境マネジメントシステム）が発行されて、10
年以上が経過致しました。今回は、その後発行されました気候変動に関する追補(JIS規格) への対応と、今後予定され
ているISO 9001及びISO 14001の改訂動向についてご紹介致します。

執筆：JIA-QAセンター　審査部　加藤 靖憲　
認証管理部　袴田 信枝　
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　3.ISO 14001 の改訂動向について

  1：改訂スケジュール
ISO 14001:2015 の発行から10年が経ち、その間に

世界では気候変動や資源問題、生態系の劣化など環境
に関するリスクが一層顕著になりました。このような
状況を踏まえ、ISO/TC207/SC1では次期改訂版であ
る ISO 14001:2026 の策定を進めています。
　今回の改訂は、環境マネジメントシステムの基本構
造を変更したり、　従来の要求事項そのものを大幅に
書き換えたりするものではありませんが、「環境保護
の範囲拡大」や「ライフサイクル視点の強化」に基づ
き、組織の状況（4.1、4.2）や環境側面（6.1.2）の見
直しなどが必要となります。特に、気候変動や生物多
様性といった世界的な環境課題を、自社の環境マネジ
メントシステムにどのように組み込むかについて、経
営層の関与のもと、具体的な対応を計画することが求
められる改訂となる見込みです。

2023 〜 2024 年：草案段階（WD・CD）での議論
2025 年：DIS/DAM として投票・コメント対応
2025 年末〜 2026 年初：FDIS（最終国際規格案）　
2026 年 3 月：最終版 IS（国際規格）発行予定

　現在の公式スケジュールでは、ISO 14001:2026 と
して 2026 年 3 月に国際規格として正式発行される
予定です。ISO 規格改訂時には、IAF より移行期間や
認定機関・認証組織の対応方針を示すガイダンス文書
が発行されるのが通例であり、ISO 14001:2026 につ
いても同様の文書が示される見込みです。

  2：ISO 14001改訂の主要ポイント
　環境に関する近年のホットトピックスとして
●気候変動や水資源、廃棄物、サーキュラーエコノミー
　などの技術的テーマ
●事業運営・戦略との統合的なマネジメントの視点
●ライフサイクルに基づく幅広い環境影響の捉え方
●外部委託やサプライチェーンとの関係性
●組織文化や社員の巻き込みによる環境責任の強化　　
などが挙げられます。

ISO 14001:2026 の改訂は、以下の主要な 3 つの領域に
おいて、既存の要求事項を明確化・強化することで、現
代社会の環境課題に対応することを目的としています。

▶気候変動・生物多様性への明確な言及
▶ライフサイクル視点の強化と適用範囲の明確化
▶「変更管理」の構造化

▶気候変動・生物多様性への明確な言及
　環境マネジメントシステムを構築・維持するにあた
り、組織を取り巻く外部状況として、気候変動と生物
多様性・生態系の健全性を明確に考慮することが求め
られます。
4.1：組織及びその状況の理解
　組織の目的と関連する外部状況（例：地球温暖化、
異常気象、生態系の劣化）を把握する際に、気候変動
や生物多様性・生態系の健全性が、組織にどのような
影響（リスクと機会）を及ぼすかをより具体的に理解
して特定する必要があります。
4.2：利害関係者のニーズ及び期待の理解
　利害関係者が持つ気候変動に関する要求事項の中
に、温室効果ガス排出や自然資源（水、土地など）の
利用可能性といった、気候変動や生物多様性に関連す
るサステナビリティ課題を含めて理解することが求め
られます。
▶ライフサイクル視点の強化と適用範囲の明確化
　2015 年版でも重要であったライフサイクル視点
が、今回の改訂でさらに適用範囲が明確化されます。
4.3：環境マネジメントシステムの適用範囲の決定
　環境マネジメントシステムの境界や適用可能性を定
める際、ライフサイクル（原材料の取得から製品の利
用、最終処分まで）を考慮に入れることが改めて強調
されます。これは、サプライチェーンにおける環境影
響の特定と管理の必要性を示唆しています。
6.1.2：環境側面
　環境側面を特定する際、ライフサイクルの各段階に
おける環境影響を、より体系的かつ網羅的に評価する
ことが求められます。特に、サプライヤーや外部委託
先といった組織の管理外にあるプロセスについても、
その環境影響を把握し、必要に応じて管理することが
注記にて明確にされます。
▶「変更管理」の構造化
　環境マネジメントシステムそのものに影響を与える
変更（組織構造、プロセス、設備など）が、計画どお
りの結果（望ましい環境パフォーマンスの維持・向上）
を確実に達成するため、変更を体系的に管理するアプ
ローチが求められます。

6.3：変更の計画策定　（新設）
　環境マネジメントシステムに影響を与える変更を実
施する場合、その目的、結果、必要な資源を計画し、
意図しない影響が生じないよう管理することが要求さ

箇条 見込まれる改訂概要 見込まれる解釈の改訂内容
4 4.1 組織及びその状況の理解 環境状態に関係するものが何であるか

が明記。例えば汚染レベル、気候変動、
生物多様性・資源可用性等

影響を与える可能性がある環境状態が何かが
明文化され、広範囲の理解へ

4.2 利害関係者のニーズ及び
期待の理解

気候変動関連要求の例示が追加 附属書：利害関係者から提示されている関連
するニーズ及び期待を考慮すること、組織が考
慮することが望ましい関連する課題の例示

4.3 環境マネジメントシステ
ムの適用範囲の決定

適用範囲の決定の考慮として、「活動や製
品及びサービスのライフサイクルを管理
影響を及ぼす組織の権限及び能力」が追加

附属書：適用範囲の決定における望ましい記
述として、誤解を招かないことだけでなく、関
連する情報を除外しないことが追加

ポイントとなりうる観点 4.3 ライフサイクル全体をどこまで適用範囲に含めるかは組織の業態によって変動
5 5.1 リーダーシップ及び

コミットメント
附属書：組織文化醸成や持続可能性の課題に
対する行動によりトップマネジメントが実現
できることが追加

6 6.1 リスク及び機会への取組
み

6.1.4 リスク及び機会の独立構成化
6.1.5 取組みの計画策定

6.1.2 注記にライフサイクルの視点、ライフサ
イクルの各段階が追加

6.3 変更の計画策定 変更管理が新設 計画策定だけでなく、環境マネジメントシステ
ムに影響を与える変更にも計画的な方法で行
わなければならないと明記

ポイントとなりうる観点 6.1 緊急事態の扱い　6.3 変更に至る過程がロジカルに進められており、マネジメント下
にあったか

9 9.3 マネジメントレビュー 9.3.2 マネジメントレビューへのイン
プット
9.3.3 マネジメントレビューの結果に整
理・明確化

9.3.2 考慮事項がインプットへ
9.3.3 アウトプットから結果へ

ポイントとなりうる観点 9.3.3 アウトプットから結果へ変化し、目標との関連性が求められる
10 10 改善 10.1 不適合及び是正処置

10.2 継続的改善

れます。これにより、変更に伴うリスクを未然に防ぎ、
環境マネジメントシステムの継続的な有効性を確保す
ることが目的です。

News and Information News and Information

【改訂が見込まれる環境マネジメントシステムの主な項番、解釈について （一部）】

※ISO 9001及びISO 14001の改訂動向は2025年11月時点の情報であり、変更される可能性があります。
　
　
　ISO 9001及びISO 14001の改訂に伴う審査対応については、移行に関する文書等が発行されましたら、ご案内
いたします。説明会につきましても、開催方法及び開催日程が決まり次第、ご案内いたします。
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2025.1

間伐材由来？

一般の材？
その他の材？

JIAでは「どの認定団体にも属していない企業」に
対して認定を行うことができます。

ISO/IEC17025試験所認定取得、ILAC MRA 国際相互認証に対応しています

木質バイオマス証明森林認証

材料評価試験

事業者認定をお考えですか？
由来が証明された木質バイオマスは
再生可能エネルギー
電力全量固定価格買取制度（FIT）
の買取対象となります！

販
売
す
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

由
来
を
証
明
し
た
い
！

検 索JIA　森林認証 検 索JIA　バイオマス

◆CoC認証：森林認証材の製造加工・流通を
対象とした認証

国際NGOのFSCが運営する森林破壊
の制御を目的とした森林認証制度。
JIAはFSC®-CoCの審査を行います。

FSC®-CoC

国際NGOのPEFC評議会が運営する
世界最大の森林認証制度。JIAは日
本で最初のPEFC-CoC認証機関です。

PEFC-CoC

緑の循環認証会議（SGEC）が運営
する国内向けの森林認証制度。JIAは
SGEC-CoCの審査を行います。

SGEC-CoC

ボールプレッシャー試験
電気製品に使用される熱可塑性プラスチック製の絶縁材料が、通常使用時の温度で
変形しないか、つまり耐熱性があるかを確認するための試験です。
規格：JIS C 60695-10-2、IEC 60695-10-2　etc.

耐トラッキング試験
絶縁体の表面にできた炭化導電路（トラック）が原因で起こる「トラッキング現象」の
起こりにくさを評価する試験です。
規格：JIS C 2134、IEC 60112　etc.

グローワイヤ試験
電気製品に使用される樹脂材料の耐発火性を評価する燃焼性試験です。　
※別途、ニードルフレーム試験も対応可能です。
規格：JIS C 60695-2-11、IEC 60695-2-11　etc.

お問い合わせ先：

JIA 大阪検査所
電話：06-6224-4468(代)　メール：jia-denki@jia-page.or.jp
受付時間：月～金曜日　9:00から17:40まで（祝日を除く）

お問い合わせ先：JIA 森林EPAチーム　電話：03-3586-1686

お 問 合 せ　  JIA-QAセンター  企画業務部
お申し込み　� 電　話：03-5570-9562
	 メール：j ia -qagyoumu@j ia -page .o r . j p  
	 受付時間：�月〜金曜日　9：00から17：40まで（祝日を除く）

通学コース/Webコース　日程表

2026年度上期　内部監査員セミナー

2026年度 開催地域 規格 開　催　日

受付開始
2026年
2月2日より

Web 品　質 2026年 4月20日(月) ～ 4月21日(火)

東　京 品　質 5月14日(木) ～ 5月15日(金)

大　阪 品　質 5月21日(木) ～ 5月22日(金)

名古屋 品　質 5月28日(木) ～ 5月29日(金)

大　阪 品　質 6月11日(木) ～ 6月12日(金)

Web 品　質 6月15日(月) ～ 6月16日(火)

東　京 環　境 6月18日(木) ～ 6月19日(金)

名古屋 品　質 6月25日(木) ～ 6月26日(金)

受付開始
2026年

4月20日より

Web 品　質 7月13日(月) ～ 7月14日(火)

大　阪 品　質 7月16日(木) ～ 7月17日(金)

Web 品　質 8月17日(月) ～ 8月18日(火)

Web 環　境 8月27日(木) ～ 8月28日(金)

名古屋 品　質 9月  3日(木) ～ 9月  4日(金)

東　京 品　質 9月17日(木) ～ 9月18日(金)

自動車／食品をはじめ、各種セミナーもご用意しております。
最新スケジュール及び詳細はホームページをご確認ください。

JIA-QA　ISOセミナー 検 索
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マネジメントシステム認証機関

JIA-QAセンター
〒107-0052
東京都港区赤坂 1-4-10　
電話：03-5570-9561

https://www.jia-page.or.jp/iso/

■ISO 9001 (品質)　
■ISO 14001 (環境) 
■ISO 45001 (労働安全衛生)
■IATF 16949 (自動車品質)
■東京都、埼玉県温室効果ガス排出量検証

■ISO 22000 (食品安全)
■FSSC 22000 (食品安全)
■JFS-C (食品安全)
■JIA-GMP HACCP認証QUALITY ASSURANCE

JIAは、東京都及び埼玉県の温室効果ガス排出量
取引制度の以下の区分に係る検証を行っております。
※詳しくは、右の2次元コードをご参照ください。

検 索JIA  GHG詳しくは

検 索JIA  採用　審査員詳しくは

JIAは、累計2,500件を超える検証実績で培った
質の高い検証を御提供しております。

温室効果ガス排出量検証

ISO 9001( 品質 )
ISO 14001( 環境 )

ISO 45001( 労働安全衛生 )
ISO 22000

FSSC 22000 等 ( 食品安全 )
IATF 16949
( 自動車品質 )

検証内容区分名称

優良事業所基準への
適合

･毎年度の特定温室効果ガス排出量の検証
･基準排出量の検証

特定ガス（目標設定ガス）・
基準量

区分
番号
区
分
１
区
分
３

その他ガス削減量 ･その他ガスの削減量を
　　　 削減義務の履行に充てる場合の検証

･トップレベル事業所の認定適合基準の検証
区
分
５

ISO
審査員
募集

JIAではISO審査員を募集しております。

JIA　採用　審査員

東京都 埼玉県


